
 

さようならをいうまえに 
宮澤章二 

 

   

遠い北の空を目ざして 
  渡り鳥が いっせいに飛び立つ季節 
  鳥たちのつぶらなひとみに 
  胸の底から湧きあがる思いが光る 
 
  ＜さようなら＞を いうまえに 
  ＜ありがとう＞と 呼びかけよう 
 
  確かに 鳥たちの鳴き交わす声には 
  冬の幾日かを仮寝した場所への感謝が 
  あたたかく清らかにこめられている 
 
  私たちの旅立ちも 同じだ 
  安らぎを与えてくれた窓に 
  よろこびを恵んでくれた庭に 
  ＜ありがとう＞の声を のこそう 
  ＜さようなら……＞を いうまえに 

 

           令和７年（２０２５年）３月号⑤ 

学校通信  

         和の光         宝塚市立西谷中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■卒業式が近づいてきましたⅢ（３年生を送る会の様子） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業まで残り僅かとなりました。毎日当たり前

に通った西谷中。毎日当たり前のように出会っ

た仲間・先生とのお別れ…。名残惜しいものが

ありますが、想い出として心に刻んで欲しいと

思います。今回は、３年生を送る会での在校生

からのメッセージ贈呈の様子を紹介します。ど

うですか、この素敵な笑顔！！この笑顔こそ西

谷中が誇れる絆の深さです！！（３月６日） 

 



■仲間と共に学ぶ楽しさ～美術（３年生）～ 
 以前の学校通信でも紹介をしましたが、３年生は美術の時間に「季節の和菓子デザイン」に取り組

んでいました。３階の廊下に美味しそうな感じに力作が展示されています。（食べることはできませ

ん）どの作品も作った生徒の個性が表れていて素晴らしいものです。卒業式の日に来校された際、ぜ

ひお子様の力作をご覧ください。（写真撮影時にまだ全員の作品が完成していないようで、掲載でき

ていないものもあります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感性豊かな中学生の視点でとらえた色使い、細

かな部分へのこだわり、どれも個性豊かな作品

に仕上がっています。中学時代の思い出として 

一生の宝物にしてください。（３月７日） 

 


